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新型コロナに伴う助成金の課税関係
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9月の税務と労務9月 （長月）SEPTEMBER
21日・敬老の日
22日・秋分の日 国　税／ 8月分源泉所得税の納付 

 9月10日

国　税／ 7月決算法人の確定申告（法

人税・消費税等） 9月30日

国　税／ 1月決算法人の中間申告 

 9月30日

国　税／ 10月、1月、4月決算法人の消

費税等の中間申告（年3回の

場合） 9月30日

　国等からの助成金の課税関係は、その助成金の事実関係により
異なります。新型コロナウイルス感染症対応休業支援金や特別定
額給付金、子育て世帯への臨時特別給付金などは非課税とされま
すが、持続化給付金や家賃支援給付金、雇用調整助成金などは事
業所得や雑所得等として課税対象となります。
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　自
社
で
中
古
品
の
販
売
や
下
取
り

し
た
商
品
の
販
売
等
を
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
も
し
そ
う
で

あ
れ
ば
、
古
物
商
許
可
が
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
一
度
使
用
さ
れ
た

物
品
」、
新
品
で
も
「
使
用
の
た
め

に
取
引
さ
れ
た
物
品
」、
又
は
こ
れ

ら
の
も
の
に
「
幾
分
の
手
入
れ
を
し

た
物
品
」を「
古
物
」と
い
い
ま
す
。

　古
物
の
売
買
、
交
換
、
レ
ン
タ
ル

を
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
「
古
物
営

業
」
と
い
い
、
古
物
営
業
を
行
う
場

合
に
は
、
古
物
商
許
可
（
古
物
商
許

可
証
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
無
許

可
で
営
業
し
て
い
た
場
合
に
は
三
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
〇
万
円
以

下
の
罰
金
（
古
物
営
業
法
第
三
一

条
）
を
科
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

■ 

■

１
　
古
物
に
該
当
す
る
も
の

　ま
ず
、
古
物
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
対
象
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　古
物
と
は
古
物
営
業
法
施
行
規
則

第
二
条
に
定
義
さ
れ
て
お
り
一
三
品

目
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
三
品
目
に
分
類
さ
れ
る
具
体
的

な
物
品
は
表
1
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。

■ 

■

２
　
古
物
に
該
当
し
な
い
も
の

　古
物
商
が
許
可
制
で
あ
る
目
的

は
、
古
物
営
業
法
第
一
条
に
「
こ
の

法
律
は
、
盗
品
な
ど
の
売
買
の
防

止
、
速
や
か
な
発
見
等
を
図
る
た

め
、
古
物
営
業
に
係
る
業
務
に
つ
い

表１　古物に該当するもの
①　美術品類
　例：絵画、骨董品、工芸品、アンティークなど
②　衣類
　例 ：洋服、和服、子供服、敷物、布団、帽子、

旗など
③　時計・宝飾品類
　例 ：腕時計、眼鏡、宝石類、貴金属類、オルゴー

ルなど
④　自動車
　例：各種四輪自動車、タイヤや自動車の部品類
⑤　自動二輪車及び原動機付自転車
　例 ：各種自動二輪車、原動機付自転車、及び

これらの部品類
⑥　自転車類
　例 ：各種自転車、及びこれらの部品類（空気

入れ、かごなど）
⑦　写真機類
　例：カメラ、顕微鏡、双眼鏡、光学機器など
⑧　事務機器類
　例 ：パソコン、コピー機、レジスター、

ファックス、シュレッダー、電卓など
⑨　機械工具類
　例 ：電気機械、土木機械、スマートフォン、

タブレット、医療機器、家庭電化製品、家
庭用ゲーム機、電話機など

⑩ 　道具類（①から⑨及び⑪から⑬に掲げる物
品以外のもの）例：コンピュータソフト、家具、
楽器、スポーツ用具、CD・DVD、玩具類、トレー
ディングカード、日用品など
⑪　皮革・ゴム製品類
　例：カバン、靴、毛皮、化学製品など
⑫　書籍
　例：各種書籍、辞書、地図など
⑬　金券類
　例 ：商品券、ビール券、乗車券、航空券、各

種入場券、切手など

表２　古物に該当しないもの
①　総トン数が 20トン以上の船舶
②　航空機
③　鉄道車両
④ 　重量が 1 トンを超える機械で、固定され、
簡単に取り外しができないもの
⑤ 　重量が 5トンを超える機械で、自走及びけ
ん引したりすることができないもの（船舶を
除く）
⑥　庭石（大きいもの）
⑦　石灯籠

古
物
商
許
可



3─９月号

て
必
要
な
規
制
を
行
い
、
も
つ
て
窃

盗
そ
の
他
の
犯
罪
の
防
止
を
図
り
、

及
び
そ
の
被
害
の
迅
速
な
回
復
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
中
古
物
品
で
あ
っ
て

も
盗
ま
れ
る
危
険
性
が
低
く
、
盗
ま

れ
て
も
発
見
し
や
す
い
大
型
な
物
な

ど
は
、
古
物
商
許
可
に
お
け
る
古
物

に
は
該
当
し
ま
せ
ん（
表
2
参
照
）。

　ま
た
、
本
質
的
な
変
化
を
加
え
な

け
れ
ば
使
用
で
き
な
い
物
（
例
：
空

き
缶
類
、
金
属
原
材
料
、
古
新
聞
、

被
覆
い
の
な
い
古
銅
線
類
）
な
ど

や
、
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
消
費
し

て
し
ま
う
物
（
例
：
化
粧
品
、薬
品
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
お
酒
、
食
品
な
ど
）

や
実
体
の
な
い
も
の
（
電
子
チ
ケ
ッ

ト
、
電
子
ギ
フ
ト
券
な
ど
）
も
古
物

に
該
当
し
ま
せ
ん
。

■ 

■

３
　
古
物
商
許
可
が
必
要
な
取
引

　次
に
、
ど
の
よ
う
な
古
物
の
営
業

取
引
き
を
行
う
と
古
物
商
許
可
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　以
下
の
取
引
を
行
う
場
合
は
、
古

物
商
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①

　古
物
を
買
い
取
っ
て
国
内

で
売
る

②

　古
物
を
買
い
取
っ
て
国
外

に
輸
出
し
て
売
る

③

　古
物
を
買
い
取
っ
て
修
理

等
し
て
売
る

④

　古
物
を
買
い
取
っ
て
使
え

る
部
品
等
を
売
る

⑤

　古
物
を
委
託
販
売
し
手
数

料
を
受
け
取
る

⑥

　古
物
を
別
の
物
と
交
換
す

る
⑦

　古
物
を
買
い
取
っ
て
リ
ー

ス
や
レ
ン
タ
ル
を
す
る

■ 

■

４
　
古
物
商
許
可
が
不
要
な
取
引

　一
方
、
以
下
の
営
業
取
引
の
場
合

に
は
、
混
同
し
や
す
い
で
す
が
古
物

商
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

①

　自
分
で
買
っ
た
未
使
用
な

物
や
使
っ
て
い
た
物
を
売
る

②

　新
品
を
購
入
し
て
売
る

（
転
売
）（
例
：
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
の
マ
ス
ク
の
転
売

も
こ
れ
に
あ
た
り
、
他
の
法

律
で
規
制
が
さ
れ
た
）

③

　無
償
で
譲
り
受
け
た
物
を

売
る

④

　相
手
か
ら
手
数
料
等
を
取

っ
て
回
収
し
た
物
を
売
る

⑤

　自
分
が
売
っ
た
相
手
か
ら

売
っ
た
物
を
買
い
戻
す

■ 

■

５
　
古
物
商
許
可
の
申
請
方
法

　個
人
で
申
請
す
る
場
合
、
法
人
で

申
請
す
る
場
合
の
ど
ち
ら
の
場
合
で

も
、
古
物
商
許
可
を
取
得
す
る
た
め

に
は
古
物
商
の
そ
の
主
た
る
営
業
所

又
は
古
物
市
場
営
業
所
を
置
く
場
所

を
管
轄
す
る
警
察
署
（
生
活
安
全
係

が
窓
口
）
を
経
由
し
て
公
安
委
員
会

に
申
請
書
類
と
添
付
書
類
の
二
つ
の

書
類
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　添
付
書
類
に
は
個
人
の
場
合
に

は
、
住
民
票
（
本
籍
地
記
載
）、
身

分
証
明
書
、
略
歴
書
、
誓
約
書
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
身

分
証
明
書
と
は
本
人
確
認
の
た
め
の

免
許
証
な
ど
で
は
な
く
、
本
籍
地
が

あ
る
市
区
町
村
の
長
が
発
行
す
る
、

禁
治
産
ま
た
は
準
禁
治
産
の
宣
告
の

通
知
を
受
け
て
い
な
い
な
ど
一
定
の

事
項
を
証
明
し
た
書
類
に
な
り
ま

す
。　法

人
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
書

類
が
全
て
の
役
員
分
に
つ
い
て
必
要

と
な
り
、
登
記
事
項
証
明
書
と
定
款

の
写
し
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　不
備
が
な
け
れ
ば
、
お
よ
そ
四
〇

日
程
度
で
、
古
物
商
許
可
が
下
り
ま

す
。　令

和
二
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ

た
改
正
に
よ
っ
て
、
許
可
単
位
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
主
た
る
営
業
所
を

管
轄
す
る
公
安
委
員
会
の
許
可
を
受

け
れ
ば
、
そ
の
他
の
都
道
府
県
に
営

業
所
を
設
け
る
場
合
に
は
届
出
で
足

り
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
簡
便
化

さ
れ
、
全
国
展
開
も
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
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令
和
二
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り

N
I
S
A
（
非
課
税
口
座
内
の
少
額

上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
及
び

譲
渡
所
得
等
の
非
課
税
措
置
）
の
制

度
改
正
及
び
適
用
期
限
の
延
長
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
制
度

が
経
済
成
長
に
必
要
な
資
金
の
供
給

を
促
す
と
と
も
に
、
人
生
一
〇
〇
年

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
家
計
の
安
定
的

な
資
産
形
成
を
支
援
す
る
土
台
に
な

る
に
は
、
普
及
率
一
〇
％
台
前
半
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
幅
広
く
理
解
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
二
年
度
改
正
も
盛

り
込
ん
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て

み
ま
す
。

１
　
創
設
の
趣
旨
と
変
化

　
N
I
S
A
は
、
平
成
二
十
六
年
一

月
、
証
券
優
遇
税
制
を
廃
止
し
て
配

当
・
譲
渡
益
の
税
率
を
一
〇
％
か
ら

二
〇
％
へ
引
き
上
げ
る
際
の
激
変
緩

和
措
置
の
役
目
も
担
い
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
時

限
立
法
と
し
て
成
立
し
た
た
め
、
制

度
内
容
が
複
雑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
、
日
本
で
は
個
人
資
産

を
形
成
す
る
に
は
、
銀
行
や
郵
便
局

に
預
け
て
利
息
を
得
る
と
い
う
こ
と

が
長
く
一
般
的
で
し
た
が
、
超
低
金

利
が
続
き
、
利
息
で
資
産
を
増
や
す

こ
と
は
難
し
く
な
り
、
国
が
新
し
い

価
値
観
と
し
て
資
産
を
「
運
用
す

る
」
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
資
産
運
用
に
対
す
る
ハ

ー
ド
ル
を
下
げ
る
た
め
、
個
人
投
資

家
へ
の
税
制
優
遇
制
度
と
し
て
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
数
年

来
、
制
度
の
恒
久
化
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
令
和
二
年
度
税

制
改
正
で
も
、
結
論
が
出
ず
延
長
と

な
っ
た
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

２
　
N
I
S
A
の
種
類

　
現
在
、
N
I
S
A
に
は
、
①
成
年

を
対
象
と
し
た
「（
一
般
）
N
I
S

A
」、②
積
立
投
資
に
特
化
し
た
「
つ

み
た
て
N
I
S
A
」、
そ
し
て
③
未

成
年
を
対
象
と
し
た
「
ジ
ュ
ニ
ア

N
I
S
A
」
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
、（
一
般
）
N
I
S

A
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

３
　
取
引
で
き
る
金
融
商
品

　
取
引
で
き
る
金
融
商
品
は
、
図
表

1
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
金
融
商
品
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
が

購
入
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
口
座
を
開
設
し
た
金
融
機
関
に

よ
っ
て
購
入
で
き
る
商
品
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
口
座
開
設

前
に
取
扱
金
融
商
品
を
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
数

料
も
金
融
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

４
　
N
I
S
A
の
メ
リ
ッ
ト

　
N
I
S
A
口
座
に
お
い
て
行
う
株

式
・
投
資
信
託
等
へ
の
投
資
か
ら
得

ら
れ
る
配
当
金
・
分
配
金
や
売
却
益

が
非
課
税
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。

　
例
え
ば
、
一
〇
〇
万
円
で
購
入
し

た
株
を
一
五
〇
万
円
で
売
却
す
る

と
、売
却
益
の
五
〇
万
円
に
対
し
て
、

通
常
約
二
〇
％
の
一
〇
万
円
ほ
ど
の

所
得
税
・
住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

５
　
N
I
S
A
の
デ
メ
リ
ッ
ト

　
一
般
の
総
合
証
券
口
座
は
複
数
所

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

N
I
S
A
口
座
は
一
人
一
口
座
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
投
資

限
度
枠
の
一
二
〇
万
円
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で

す
。
た
だ
し
、
一
年
単
位
で
取
扱
金

融
機
関
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
口
座
内
で
取
引
し
た
損

益
は
他
の
口
座
（
特
定
・
一
般
）
と

の
損
益
通
算
は
、
認
め
ら
れ
て
い
ま

〜
人
生
一
〇
〇
年
時
代
に
向
け
て
〜

　N
I
S
A
制
度
に
関
す
る
論
点
整
理

図表 1

●対象となる金融商品 ●対象とならない金融商品

株式投資信託 非上場株式

国内株 預貯金

外国株 債権

国内 ETF 公社債投資信託

海外 ETF MMF・MRF

ETN（上場投資証券） eワラント

国内 REIT（J-REIT） 上場株価指数先物

海外 REIT FX（外国為替証拠金取引）

新株予約権付社債（ワラント債）金・プラチナ　など
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せ
ん
。

６
　
非
課
税
投
資
枠
の
取
扱
い

　
非
課
税
対
象
と
な
る
五
年
間
を
迎

え
た
場
合
に
は
、
次
の
三
つ
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

①
　
翌
年
の
非
課
税
投
資
枠
に
移
す

こ
と
で
さ
ら
に
五
年
間
非
課
税
対

象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
「
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
」
と
い

い
ま
す
。
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
に

は
、
上
限
金
額
の
設
定
が
な
い
の

で
、
時
価
が
一
二
〇
万
円
を
超
え

て
い
る
場
合
で
も
、
移
せ
ま
す
。

②
　
課
税
口
座
に
移
し
、
空
い
た
非

課
税
枠
に
よ
り
有
利
と
思
わ
れ
る

別
の
金
融
商
品
を
設
定
し
ま
す
。

③
　
非
課
税
期
間
が
終
了
す
る
前
に

売
却
し
ま
す
。
値
上
が
り
益
を
確

定
さ
せ
、
翌
年
は
新
し
い
金
融
商

品
を
設
定
し
ま
す
。

７
　
令
和
二
年
度
税
制
改
正
に
お
け

る
N
I
S
A
制
度
の
改
正
点

　
金
融
庁
で
は
、
毎
年
の
税
制
改
正

要
望
で
N
I
S
A
の
恒
久
化
を
要
求

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
二
年
度
税

制
改
正
で
も
恒
久
化
措
置
は
執
ら
れ

ず
、
延
長
と
と
も
に
制
度
の
見
直
し

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴

　つ
み
た
て
N
I
S
A
は
五
年
延

長
　
少
額
か
ら
の
長
期
・
積
立
・
分
散

投
資
を
支
援
す
る
た
め
平
成
三
十
年

か
ら
導
入
さ
れ
た
「
つ
み
た
て

N
I
S
A
」
は
、
制
度
が
二
〇
年
、

非
課
税
枠
年
四
〇
万
円
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
三
十
年
に
開
始

し
た
方
は
最
大
で
八
〇
〇
万
円
の
積

み
立
て
が
可
能
で
す
が
、
令
和
元
年

か
ら
開
始
し
た
方
は
七
六
〇
万
円
と

い
う
よ
う
に
運
用
開
始
が
遅
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
全
体
の
非
課
税
枠
が

少
な
く
な
る
と
い
う
不
公
平
感
が
あ

り
ま
し
た
。

　
改
正
で
は
、
令
和
五
年
ま
で
二
〇

年
の
積
立
期
間
が
確
保
さ
れ
、
当

面
、
こ
の
問
題
は
回
避
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
後
の
見
直
し
に
注
意
が
必
要

で
す
。

⑵

　一
般
N
I
S
A
か
ら

 

新
N
I
S
A
へ

　
現
行
の
一
般
N
I
S
A
が
令
和
六

年
か
ら
二
階
建
て
の
「
新
N
I
S

A
」
に
衣
替
え
し
て
、
口
座
開
設
可

能
期
間
が
令
和
十
年
ま
で
五
年
間
延

長
さ
れ
ま
す
（
図
表
2
）。

　
一
階
部
分
は
非
課
税
枠
が
年
間

二
〇
万
円
で
、
投
資
で
き
る
商
品
は

つ
み
た
て
N
I
S
A
と
同
じ
商
品
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
二
階
部
分
は
非

課
税
枠
が
年
間
一
〇
二
万
円
で
、
株

式
な
ど
に
投
資
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
資
産
形
成
に
不
向
き
な

一
部
の
高
リ
ス
ク
商
品
は
制
限
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
利
用
す
る
に
は
一

階
部
分
の
投
資
を
行
う
こ
と
が
原
則

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶

　ジ
ュ
ニ
ア
N
I
S
A
は
廃
止

　「
ジ
ュ
ニ
ア
N
I
S
A
」
に
つ
い

て
は
利
用
者
が
少
な
い
た
め
、
投
資

期
間
は
延
長
さ
れ
ず
、
新
規
の
未
成

年
者
口
座
の
開
設
期
間
が
令
和
五
年

を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

８
　
今
後
の
N
I
S
A
制
度
の
行
方

　
令
和
二
年
度
税
制
改
正
に
お
け
る

新
N
I
S
A
へ
の
衣
替
え
や
、
つ
み

た
て
N
I
S
A
の
延
長
に
よ
り
、
当

面
の
不
公
平
感
は
解
消
さ
れ
ま
し
た

が
、
根
本
的
な
問
題
解
決
に
は
恒
久

化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
投
資
未
経
験
者
は
、
十
分

な
知
識
・
経
験
が
な
か
っ
た
り
、
資

産
が
少
額
で
あ
る
と
し
て
、
実
際
に

投
資
を
始
め
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み

出
せ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
一
方
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
世
帯

年
収
別
に
み
て
も
、
資
産
形
成
の
た

め
に
投
資
の
必
要
性
を
感
じ
る
人
は

三
割
〜
五
割
と
低
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
N
I
S
A
へ
一
本
化
す
る
な
ど

制
度
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た

め
の
検
討
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の

で
、
今
後
も
適
切
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
支
援
す

る
各
種
施
策
が
利
用
者
増
加
の
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。

図表２　【NISA改正のイメージ】 金融庁資料より

新・NISA（2024年から5年間）  いずれかを選択   つみたてNISA（5年間延長）
年間の投
資上限額

２階　102万円
１階　20万円 40万円

非課税　
期間　　

２階　5年間
１階　 5年間（終了後は「つみたて

NISA」への移行可能）
20年間

口座開設
可能期間

令和5年（2023年）まで→令和10
年（2028年）まで（5年間措置）

令和19年（2037年）まで→令和24
年（2042年）まで（5年間延長）

投資対象
商品　　

２階　 上場株式・公募株式投資信
託等（一部を除く）

１階　つみたてNISAと同様
　　　 （積立・分散投資に適した

一定の公募株式投資信託
等）

積立・分散投資に適した一定の公
募株式投資信託等
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よ
り
多
く
の
人
が
よ
り
長
く
多
様

な
形
で
働
く
社
会
へ
と
変
化
す
る
中

で
、
長
期
化
す
る
高
齢
期
の
経
済
基

盤
の
充
実
を
図
る
た
め
に
公
的
年
金

制
度
を
見
直
し
た
、「
年
金
制
度
の

機
能
強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、
今

年
六
月
五
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
事
項
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

・
　
短
時
間
労
働
者
に
対
す
る
被
用

者
保
険
の
適
用
拡
大

・
　
在
職
中
の
年
金
受
給
の
在
り
方

の
見
直
し

・
　
受
給
開
始
時
期
の
選
択
肢
の
拡

大
・
　
確
定
拠
出
年
金
の
加
入
可
能
要

件
の
見
直
し

一

　短
時
間
労
働
者
に
対
す
る

適
用
拡
大

㈠

　適
用
拡
大
の
経
緯

　
初
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
短
時
間
労

働
者
に
対
す
る
適
用
拡
大
に
つ
い
て

見
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
十
月
に
、
従
業
員

数
五
〇
〇
人
超
（
適
用
拡
大
以
前
の

基
準
に
よ
る
通
常
の
被
保
険
者
の
人

数
）
の
企
業
に
お
い
て
、
次
の
要
件

を
満
た
す
短
時
間
労
働
者
を
厚
生
年

金
保
険
・
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と

す
る
適
用
拡
大
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
　
週
所
定
労
働
時
間
二
〇
時
間
以

上
②
　
月
額
賃
金
八
・
八
万
円
以
上

　
　「
八
・
八
万
円
以
上
」の
判
定
は
、

基
本
給
及
び
諸
手
当
に
よ
っ
て
行

い
、
時
間
外
労
働
や
休
日
労
働
等

の
手
当
・
賞
与
・
臨
時
的
な
賃
金

等
を
含
ま
ず
に
判
定
し
ま
す
。

③
　
勤
務
期
間
一
年
以
上
見
込
み

④
　
学
生
は
適
用
除
外

　
そ
し
て
、
平
成
二
十
九
年
四
月
に

は
、
五
〇
〇
人
以
下
の
企
業
に
お
い

て
、
労
使
の
合
意
に
基
づ
き
短
時
間

労
働
者
を
被
保
険
者
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
（
企
業
単
位
）。

㈡

　今
後
の
適
用
拡
大

　
短
時
間
労
働
者
を
適
用
対
象
と
す

べ
き
事
業
所
の
企
業
規
模
要
件
（
現

行
で
は
五
〇
〇
人
超
）
が
、
次
の
と

お
り
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

・
令
和
四
年
十
月
　
一
〇
〇
人
超

・
令
和
六
年
十
月
　
　
五
〇
人
超

　
ま
た
、
前
述
の
要
件
の
う
ち
、
①

週
労
働
時
間
二
〇
時
間
以
上
、
②
賃

金
月
額
八
・
八
万
円
以
上
、
④
学
生

除
外
の
要
件
は
現
行
の
ま
ま
と
さ
れ

ま
す
が
、
③
の
勤
務
期
間
要
件
（
一

年
以
上
見
込
み
）
は
撤
廃
さ
れ
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
被
保
険
者
と
同
様
に

「
二
か
月
超
」
の
雇
用
見
込
み
の
要

件
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

㈢

　健
康
保
険
の
適
用
拡
大

　
健
康
保
険
に
つ
い
て
も
、
厚
生
年

金
保
険
と
同
様
に
適
用
拡
大
が
行
わ

れ
ま
す
。【
厚
生
年
金
保
険
と
同
時

期
施
行
】

㈣

　非
適
用
業
種
の
見
直
し

　
こ
れ
ま
で
厚
生
年
金
保
険
・
健
康

保
険
の
適
用
は
任
意
と
さ
れ
て
い
た

非
適
用
業
種
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
、
法
律
又
は
会
計
に

係
る
業
務
を
行
う
事
業
の
事
業
所
又

は
事
務
所
（
弁
護
士
・
公
認
会
計
士
・

税
理
士
・
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
）

で
あ
っ
て
、
常
時
五
人
以
上
の
従
業

員
を
使
用
す
る
個
人
事
業
所
は
、
強

制
適
用
事
業
所
と
さ
れ
ま
す
。【
令

和
四
年
十
月
一
日
施
行
】

二

　在
職
中
の
年
金
受
給

㈠

　年
金
額
の
改
定

　
現
行
制
度
で
は
、
老
齢
厚
生
年
金

の
受
給
権
者
が
就
労
し
、
厚
生
年
金

保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
間

は
、
被
保
険
者
期
間
の
月
数
が
増
え

て
も
年
金
額
は
改
定
さ
れ
ず
、
資
格

喪
失
時
（
退
職
時
ま
た
は
七
〇
歳
到

達
時
）
に
、
受
給
権
取
得
後
の
被
保

険
者
で
あ
っ
た
期
間
を
加
え
て
、
老

齢
厚
生
年
金
の
額
が
改
定
さ
れ
て
い

ま
す
（
退
職
改
定
と
い
い
ま
す
）。

　
例
え
ば
、
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
と
き
に
、
年
金
額
の

計
算
に
用
い
る
被
保
険
者
期
間
の
月

数
が「
三
〇
〇
月
」で
あ
っ
た
者
は
、

退
職
改
定
を
す
る
ま
で「
三
〇
〇
月
」

を
用
い
て
年
金
額
を
計
算
し
ま
す
。

　
こ
の
改
定
方
法
が
見
直
さ
れ
、

六
五
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
在

職
中
で
あ
っ
て
も
年
金
額
を
改
定

（
毎
年
一
回
、
十
月
分
か
ら
）
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。【
令
和
四
年

四
月
一
日
施
行
】

　
こ
れ
に
よ
り
、
就
労
を
継
続
し
た

こ
と
に
よ
る
効
果
を
、
退
職
を
待
た

年金制度
改正の
あらまし

（2年6月5日成立）
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ず
早
期
に
年
金
額
に
反
映
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

㈡

　在
職
老
齢
年
金

　
六
五
歳
未
満
の
厚
生
年
金
保
険
の

被
保
険
者
に
支
給
さ
れ
る
特
別
支
給

の
老
齢
厚
生
年
金
は
、
報
酬
と
年
金

額
に
応
じ
た
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
（
在
職
老
齢
年
金
制
度
）。

　
現
行
制
度
で
は
、
報
酬
と
年
金
の

合
算
額
が
一
月
あ
た
り
「
二
八
万

円
」
を
上
回
る
と
き
に
、
年
金
額
の

全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
支
給
停
止
が
開
始
さ
れ
る
報

酬
と
年
金
の
合
計
額
の
基
準

（
二
八
万
円
）
を
、
現
行
の
六
五
歳

以
上
の
在
職
老
齢
年
金
制
度
と
同
様

の
「
四
七
万
円
（
今
年
度
額
）」
に

引
き
上
げ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

【
令
和
四
年
四
月
一
日
施
行
】

　
な
お
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
は
、
生
年
月
日
に
応
じ
た
支
給
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
男
性
は
令
和
七

年
度
、
女
性
は
令
和
十
二
年
度
ま
で

の
制
度
泫
と
な
り
ま
す
。

泫
　
男
性
は
昭
和
三
十
六
年
四
月
二

日
以
後
生
ま
れ
、
女
性
は
昭
和

四
十
一
年
四
月
二
日
以
後
生
ま
れ

の
者
か
ら
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
、
本

来
の
老
齢
厚
生
年
金
（
六
五
歳
以

後
）
の
み
を
受
給
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

三

　受
給
開
始
時
期
の
選
択
肢

の
拡
大

　
公
的
年
金
の
受
給
開
始
時
期
は

「
繰
上
げ
」「
繰
下
げ
」
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
現
行
制
度
で
は
、
六
〇
歳

か
ら
七
〇
歳
の
間
で
選
択
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
　
六
五
歳
前
に
受
給
（
繰
上
げ
）

　
支
給
開
始
を
繰
り
上
げ
る
月
数
に

よ
り
減
額
率
が
変
動
し
ま
す
。

　
一
月
あ
た
り
〇
・
五
％
減
額
さ

れ
、
六
〇
歳
到
達
時
（
六
〇
月
繰
上

げ
）
か
ら
受
給
し
た
と
き
は
、
三
〇

％
（
〇
・
五
％
×
六
〇
月
）
減
額
さ

れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
前
述
の
「
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
」
は
、「
繰
上
げ
」
に

よ
る
老
齢
厚
生
年
金
と
は
異
な
る
も

の
で
あ
り
、
減
額
さ
れ
る
こ
と
な
く

支
給
さ
れ
ま
す
（
在
職
老
齢
年
金
制

度
に
よ
る
支
給
停
止
が
行
わ
れ
る
場

合
を
除
く
）。

②
　
六
五
歳
後
に
受
給
（
繰
下
げ
）

　
支
給
開
始
を
繰
り
下
げ
る
月
数
に

よ
り
増
額
さ
れ
る
率
が
変
動
し
ま
す
。

　
一
月
あ
た
り
〇
・
七
％
増
額
さ

れ
、
六
五
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
も
の

を
七
〇
歳
到
達
後
に
受
給
開
始
し
た

と
き
は
、
四
二
％
（
〇
・
七
％
×

六
〇
月
）
増
額
さ
れ
た
も
の
と
な
り

ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
②
の
繰
下
げ

受
給
の
上
限
年
齢
が
引
き
上
げ
ら

れ
、「
七
五
歳
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
繰
下
げ
に
よ
る
増
額
率
は
現
行
と

同
じ
く
一
月
あ
た
り
〇
・
七
％
で
あ

り
、
七
五
歳
か
ら
受
給
開
始
し
た
と

き
は
、
八
四
％
（
〇
・
七
％
×

一
二
〇
月
）
の
増
額
で
す
。【
令
和

四
年
四
月
一
日
施
行
】

　
そ
の
他
に
、
繰
り
上
げ
減
額
率
の

変
更
（
一
月
あ
た
り
〇
・
四
％
）
な

ど
の
改
正
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

四

　確
定
拠
出
年
金
等
の
改
正

㈠

　加
入
可
能
要
件
の
見
直
し

①
　
企
業
型
確
定
拠
出
年
金

　「
七
〇
歳
」（
現
行
六
五
歳
）
未
満

で
あ
れ
ば
加
入
者
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。【
令
和
四

年
五
月
一
日
施
行
】

②
　
個
人
型
確
定
拠
出
年
金

（
i
D
e
C
o
）

　「
六
〇
歳
未
満
」
の
要
件
は
削
除

さ
れ
、
国
民
年
金
法
の
第
一
号
被
保

険
者
（
保
険
料
免
除
者
を
除
く
）、

第
二
号
被
保
険
者
（
企
業
型
掛
金
拠

出
者
等
を
除
く
）、
第
三
号
被
保
険

者
及
び
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
個

人
型
年
金
加
入
者
と
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す【
令
和
四
年
五
月
一
日
施
行
】。

㈡

　受
給
開
始
時
期
等
の
選
択
肢
拡

大
①
　
確
定
拠
出
年
金

　
公
的
年
金
の
受
給
開
始
時
期
の
選

択
肢
の
拡
大
に
併
せ
て
、
受
給
開
始

時
期
の
上
限
年
齢
が
七
五
歳
（
現
行

は
七
〇
歳
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。【
令
和
四
年
四
月
一
日
施
行
】

②
　
確
定
給
付
企
業
年
金

　
企
業
の
高
齢
者
雇
用
の
状
況
に
応

じ
た
よ
り
柔
軟
な
制
度
運
営
を
可
能

と
す
る
た
め
、
受
給
開
始
時
期
の
設

定
可
能
な
範
囲
を
七
〇
歳
（
従
来
は

六
五
歳
）ま
で
に
拡
大
し
ま
し
た【
令

和
二
年
六
月
五
日
（
公
布
日
）
よ
り

施
行
】。

　
今
回
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
も

制
度
面
・
手
続
面
の
改
善
が
図
ら

れ
、
順
次
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
今
後
、
詳
細
が
公
表
さ
れ
る
も
の

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
厚
生
労
働

省
・
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
年
金
事
務
所
が
発
信
す
る
情
報

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



　みなさんのオフィスに花や観葉植物はあ
りますか？
　私たちは経験的に、花を見るとリラック
スすることやグリーンは目に優しいという
ことを知っていますが、オフィスにそれら
がある場合とない場合で違いはあるのでし
ょうか。
　千葉大学環境健康フィールド科学センタ
ーが行った心拍変動・脈拍数を用いた調査
によると、花のある部屋ではストレス時に
高まる交感神経活動が25％低下し、逆に
リラックス時に高まる副交感神経活動が
29％上昇することが認められたそうです。
つまり、花を身近に置くことでストレスや
疲労が軽減され、リラックスできるという
ことが医学的に証明されたのです。観葉植
物などのグリーンもまた、光合成の働きに
よる部屋の空気の浄化や加湿、見た目の癒
しによる心身のリフレッシュ効果など、

様々なメリットがあります。
　費用や世話の手間の問題をクリアできれ
ば、これはもう植物を置かない理由はあり
ませんね。
　そして、こういった言わば「癒やしの効
果」からもう一歩踏み込んで、積極的に植
物と触れ合うことでより一層のビジネス的
効果を期待する活動も行われています。生
け花によって、仕事に必要な集中力・観察
力・決断力などを養うというものです。目
の前の花々を観察し、最終的な作品の仕上
がりをイメージし、そこに向かって組み立
て、途中行き詰まれば思い切って軌道修正
を図り、花や枝を切って生ける。この時間
が仕事力を高めるとして企業の研修に取り
入れられ、経営者自身もまた生け花によっ
て経営力が磨かれることを期待し、始める
人が増えているようです。
　いずれにせよ、花とグリーンが私たちに
もたらしてくれる恩恵はとても大きなもの
です。働く人みんなの利益のため、ぜひ取
り入れてみてはいかがでしょうか。

花とグリーン

　オフィスワーカーの場合、座って仕事を
する人が多いでしょう。ほぼ座ったまま一
日の仕事を終えると、足がむくんで朝より
靴がきつく感じたり、腰が痛くなったりと
不調を感じることはありませんか？
　座ったままの状態が長く続くと下半身の
血行が悪くなり、様々な病気の罹患リスク
や死亡リスクが上がると言われています。
　立ったままオフィスワークを行う「スタ
ンディングワーク」は北欧から広く普及し、
日本においても近年は、これを取り入れる
会社が増え、健康増進に一役買っています。
また、立って仕事を行うことで集中力が増
して作業効率が上がるなど、健康以外のメ
リットもあります。
　ただし、慣れない方が一日中立って仕事
をするのはかえって効率が悪くなりますの
で、まずは会議やミーティングから徐々に
導入するのが良さそうです。

スタンディングワーク
　事
業
を
始
め
る
、店
を
開
く
な
ど
、

何
か
新
し
く
物
事
を
始
め
る
時
は
、

縁
起
の
良
い
日
に
行
い
た
い
も
の
で

す
。
大
安
や
友
引
な
ど
六
曜
の
中
か

ら
選
ば
れ
る
他
、
一
粒
万
倍
日
（
い

ち
り
ゅ
う
ま
ん
ば
い
び
／
に
ち
）
も

何
事
を
行
う
に
も
縁
起
の
良
い
日
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「一
粒
万
倍
」
と
は
、
一
粒
の

が
何
万
倍
に
も
実
る
稲
穂
と
な
る
と

い
う
こ
と
で
、
わ
ず
か
な
も
の
が
大

き
く
成
長
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　そ
の
た
め
事
業
や
投
資
等
を
始
め

る
に
も
吉
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
借
金
や
物
を
借
り
た
り
す
る
こ

と
は
凶
と
さ
れ
ま
す
。
本
来
は
、「
わ

ず
か
な
こ
と
が
後
に
大
き
く
作
用
す

る
の
だ
か
ら
、
少
し
の
こ
と
も
大
切

に
行
お
う
」
と
い
う
戒
め
の
意
味
を

持
ち
ま
す
。

　縁
起
を
担
ぐ
こ
と
は
大
い
に
良
し

と
し
て
、
本
来
の
意
味
も
心
に
留
め

つ
つ
日
々
の
仕
事
に
励
み
た
い
も
の

で
す
。

一
粒
万
倍
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